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 「東京ベイエリアビジョン」（仮称）の検討に係る提案を行うため、本年 10月

18日に設置された官民連携チームは、これまでに、「魅力あるまちづくり」、「活

力と躍動感のあるまち」、「最先端技術のまち」の 3 つのワーキンググループ（以

下「WG」という。）で、自由な発想のもと、それぞれ 3回の議論を重ねてきた。 

 このたび、これまでの議論を踏まえ、提案に向けたコンセプトや基本的な考え方

について各WGからの報告内容をまとめ、官民連携チームから庁内検討委員会

への第 1回の意見として提案する。 

 今後は、3 つのWG で共有するベイエリアにおける目指すべき方向性、ビジョン

の明確化とともに、東京の価値と魅力を高め、世界から人と投資を呼び込む方

策等について、次回の提案に向けて議論を進めていく。 

 

  

 

 

 

官民連携チーム コーディネーター 

村木  美貴 



 

 

 

 

～ 各ＷＧからの提案 ～ 

 

魅力あるまちづくりＷＧ 

活力と躍動感のあるまちＷＧ 

最先端技術のまちＷＧ 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

魅力あるまちづくりＷＧ 

 

  



「東京ベイエリアビジョン」（仮称）
の検討に係る官⺠連携チーム

魅⼒あるまちづくりＷＧ
第１回提案

平成30年12⽉

１ 現状認識

２ ベイエリアに魅⼒を⽣み出す提案

ベイエリアを
「多様なスケールの空間の集合体」として捉える

エリアリノベーション（領域再⽣区）と
エリアイノベーション（未来創造区）で
ベイエリアを磨いていく［コンテンツ］

3 変化を柔軟に取り込む創造的ベイエリアのイメージ
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提案１

提案２

［プラットフォーム（枠組み）］

［コンテンツ］

⽬次























 

 

 

 

 

 

 

 

 

活力と躍動感のあるまちＷＧ 

 

  



「東京ベイエリアビジョン」（仮称）
の検討に係る官⺠連携チーム

活⼒と躍動感のあるまちWG
第1回提案

平成30年12⽉

1

⽬次

・現状認識

・ワーキンググループでの意⾒交換

・提案のキーワード

・提案のコンセプト

・提案内容



現状認識
【観光】

 宿泊施設が限定 ⇒ ⽇帰りとなるケースも

 エンターテインメント施設、ショウルーム、展⽰場など、
多様な消費空間を有する

【交通アクセス】
 都⼼部とのアクセス課題 ⇒ 気軽に訪れる場所ではない
 街区が⼤きいエリア ⇒ 移動⼿段として域内交通不⼗分

2

 産業空間や⽔辺空間等 ⇒ 観光資源としての活⽤が不⼗分

 エリアが広⼤ ⇒ ⽇帰り観光には時間が不⾜、リピーター少

 コンテナ⾞等の往来 ⇒ 観光と物流動線が重複
 ⽻⽥空港や客船ターミナルを有し、世界とつながる⽞関⼝

現状認識

 臨海副都⼼ ⇒ エンターテインメントや商業施設が中⼼

【空間利⽤】
 埋⽴地では昔からの居住者少 ⇒ 地元意識、コミュニケーション不⾜
 商業施設には多くの来訪者 ⇒ ⼀⽅、公共空間の賑わい不⾜

3

 倉庫や⼯場が集積するエリアに対して、アートやデザイン関連の
企業・⼈材が注⽬し、拠点となる施設を設置

 中央防波堤外側埋⽴地など ⇒ ⼟地利⽤が難しい地域も
 画⼀的な⼟地利⽤ ⇒ 新たな価値の創造が起こりにくい

【産業】





6

提案のコンセプト

まちやひとが
⽣きつづけるための

接点がある
・過去 と未来 の接点

・今ある「もの」 と新しい「モノ」 の接点

・⽇本 と世界 の接点

・この世 とあの世 の接点

提案内容

7

1 何度でも訪れたくなる

2 多様なライフスタイルを⽀える

3 シビックプライドを醸成する

4 未来への実験都市としての姿を描く



提案1：何度でも訪れたくなる
ベイエリアの弱みに⾒える「隔絶された⽴地条件」
⇒ 強みに変え、滞在型エリアへと転換

【①⽇帰り観光地からの脱却。滞在型エリアへの転換】
考え⽅

＜ コンテンツの例 ＞

世界中の作物が育つ⼤きな棚⽥

＜宿泊施設の例＞

⽔辺のグランピング
その他：壁も天井もないホテル

コンテナホテル など 8
その他：ガントリークレーン、倉庫群、

IR、海洋博物館、ナイトライフ など

臨海部の産業や⽔辺、
世界との⽞関⼝の⽴地を⽣か
した魅⼒あるコンテンツの創出

⾮⽇常感のある
多様な宿泊施設の提供

【②和とテクノロジーの融合でグローバルの中のオンリーワンに】

9

提案1：何度でも訪れたくなる

和とテクノロジーの融合

・「⽇本＝先端技術の国」のイメージをカタチにし、
消費者・来訪者が体感できるようにする

・アニメや伝統芸能と、最先端技術を組み合わせ、
グローバルで突き抜けた「和⾵エクストリーム」を演出

・「レインボーブリッジ綱引き」や
「コンテナかくれんぼ」など、
⽇本⽂化を感じさせる
コンテンツを企画・発信



提案2：多様なライフスタイルを⽀える
⼈⼝減少、少⼦⾼齢化、外国⼈の増加など
⇒ 多様な世代や価値観、ライフスタイルを⽀える考え⽅

・アートやデザイン、ファッション、
映画、⾳楽等のクリエイティブ産業や
⼈材が集う拠点を整備

（例）⽔上アトリエ
⼤空間でクリエイターの作品を保管しながら展⽰ など

10

超⾼速⾞いす

・⾼齢者向けではなく、最先端の分野を
⾼齢者が体験するまちをつくる

（例）エンターテインメント、ｅスポーツ、
スポーツカーのような超⾼速⾞いす、
ファッションショー など

【①多様なニーズに応えるまちの受け⽫づくり】

【②⼈と⼈とのつながり、コミュニケーションが⽣まれるまち】

レストランのメニュー

・まちの標識からレストランのメニューまで、
全ての⼈が共通して認識ができる
グローバルなアイコンやデバイスを開発・提供

・まちにあるものを利⽤してコミュニケーションツールをつくる
（例）縁側のようなベンチ、本の無料貸し出し電話ボックス など

11

提案2：多様なライフスタイルを⽀える

・この世にはいない祖先や偉⼈を最先端
技術で再現し、出会う機会を創出

（例）過去のスターのホログラムライブ など

この世にはいない
⼈との出会い



埋⽴地では、昔からの居住者が少なく愛着が根付きにくい
⇒ シビック（市⺠の、都市の）プライド（誇り）を醸成考え⽅

【①ベイエリア発のプロスポーツチームや世界的イベントの誘致】

・ベイエリア発のプロスポーツチームを誘致し、地元密着型の
イベントとして定着

12

提案3：シビックプライドを醸成する

・モータースポーツなど
世界的イベントの誘致

モータースポーツ等の
世界的イベントの誘致

【②海があるまちを都⺠の誇りに】

・建築物や公園などの地域資源を
⼀⻫公開するイベントの開催

13

提案3：シビックプライドを醸成する

【③ベイエリアを⼀体的に国内外へ発信】

緑や花にあふれた
霊園のイメージ

・観光やまちの歴史、開発の状況、
将来像などを展⽰できる
ビジターセンターを整備

ビジターセンターのイメージ

・⽣きているうちからベイエリアに⼀⽣涯
愛着を持てる環境づくり

（例）海をより⾝近に感じられる景観づくり、
緑や花にあふれた霊園 など



埋⽴地だからこそ、⼈⼯的な極地へあえて向かっていく
⇒ 未来に必要な先端テクノロジーのアトリエ、実験都市考え⽅

【①最先端技術の実験都市として地位を確⽴】
・⼤胆な規制緩和などにより、
ベイエリアを最先端技術の
実証実験の場に

（例）空⾶ぶクルマ、空⾶ぶヒト、
１⼈１台のロボットパートナー、
宙に浮く建物、
酸素を⽣み出す巨⼤な緑が
空に浮かぶ など

酸素を⽣み出す巨⼤な
緑が空に浮かぶ
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提案4：未来への実験都市としての姿を描く

・特定の分野に特化した世界の最先端企業、⼤学、研究室
が集積した未来型オフィス、ファクトリーをつくる

空⾶ぶヒト

【②実験都市における企業、都⺠との関わり】

都⺠向けの⾃動⾛⾏⾞試乗会

・最先端技術の社会実装に向け、
企業が実施する実証実験のサポート、
商業化に向けたイベントなどの後押し
・⼀般都⺠にわかりやすい B to Cでの
アプローチも展開

15

提案4：未来への実験都市としての姿を描く

【③既存の都市空間の再編を促す】
・⽤途制限のある地域において、ニーズ
に即した柔軟な⼟地利⽤を可能に

公共空間の活⽤イメージ
・公共空間を占⽤しやすくし、賑わい
創出のための仕組みをつくる



 

 

 

 

 

 

 

 

 

最先端技術のまちＷＧ 

 

 

 

 

 



「東京ベイエリアビジョン」（仮称）
の検討に係る官⺠連携チーム

最先端技術のまちＷＧ
第１回提案

平成30年12⽉

⽬次
１ 現状認識

２ 最先端技術の導⼊にあたってのコンセプト

・コンセプト１ 「サステイナブルな社会の実現」
・コンセプト２ 「制約からの解放」

３ 今後の検討の⽅向性
・テーマ１ 「テクノロジーの活⽤による未来社会」
・テーマ２ 「テクノロジーが集まる・育つまち」
・テーマ３ 「技術者が集まる・育つまち」

４ 本⽇のまとめ
1



１ 現状認識

2

■テクノロジー
⾃動化技術やロボット、エネルギー技術など、各要素技術

の開発が進んでいる

ＡＩロボット
ＥＶ充電スタンド料理ロボット

１ 現状認識

3



１ 現状認識

4

■テクノロジー
〜 2018年に想定できる最先端技術のバリエーション 〜

1. 2018年に存在する要素技術を⾼度化，ブラッシュアップした技術
例) 各種発電⽅法の⾼効率化，5Ｇ技術 など

2. 要素技術のスマート化 → ⼈による判断やオペレートの補助，代⾏
例)⾃動運転，ロボット，⾦融可視化 など

3. 複数の要素技術×スマート化技術 → 新しいシステム，サービス，価値の提案
例) エネルギーの効率的な運⽤，シームレスなナビゲーションなど

4. ベイエリア，東京ならではの技術 例)⽔，⾷，海洋利⽤など

5. 2040年の挑戦的な技術 例) 天候⽀配，海底都市など

１ 現状認識

5

■ベイエリアの地理的特性
○ 臨海部の⽔に囲まれた⼟地

⇒ 様々な社会問題に未知の可能性を
秘める「海」が近く「⽔」資源が潤沢

○ ヒトやモノが⾃然に集まるHUBエリア
⇒ ⽻⽥空港や東京湾と隣接し、東京駅

や品川駅に近く、国内外からのアクセスが容易

○ ６つの区にまたがったエリア
⇒ 区ごとに異なる⾏政サービス








